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十
二
月
県
議
会
で
は
、
県
内
普
通
科
高

校
の
六
通
学
区
制
を
廃
止
し
、
「
全
県
一

区
制
」
に
す
る
議
案
が
強
行
採
決
さ
れ
ま

し
た
。
父
母
や
教
育
関
係
者
の
意
見
を
十

分
聞
く
こ
と
な
く
強
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

学
校
間
格
差
、
即
ち
、
高
校
の
「
序
列
化
」

が
す
す
み
、
公
教
育
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

 

現
在
、
県
内
で
六
通
学
区
に
分
か
れ
て

お
り
、
通
学
区
域
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
高
校
の
整
備

が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
特
定
の
高
校
へ
の
入
学
志
願
者
の
過

度
の
集
中
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

の
就
学
と
通
学
の
適
正
化
を
は
か
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

県
議
会
で
知
事
は
「
戦
後
最
大
の
教
育

改
革
」
と
し
て
、
「
多
様
化
す
る
生
徒
の

ニ
ー
ズ
」
「
新
し
い
時
代
や
社
会
へ
の
対

応
」
を
理
由
に
全
県
一
区
制
を
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
「
ニ
ー
ズ
が

あ
る
」
と
い
う
も
の
の
、
県
民
意
識
調
査

で
は
、
「
全
県
一
区
制
」
と
回
答
し
た
の

は
、
中
学
生
で
三
三
・
六
％
、
高
校
生
や

中
学
生
の
保
護
者
で
は
二
割
程
度
で
す
。

決
し
て
県
民
合
意
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
実
施
と
い
い
ま

す
が
、
公
教
育
の
破
壊
に
つ
な
が
り
ま

す
。
高
校
間
の
極
端
な
序
列
化
で
す
。
全

県
一
区
制
と
な
れ
ば
、
現
在
、
全
県
三
十

六
校
が
序
列
化
さ
れ
ま
す
。
一
部
の
学
校

で
の
過
度
の
受
験
競
争
、
ま
た
別
の
学
校

習
や
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
入
学

者
の
五
割
が
退
学
す
る
学
校
が
生
ま
れ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
全
県
一
区
制
」
導
入
の
背
景
は
、「
教

育
の
民
営
化
」
で
す
。
つ
ま
り
、
公
教
育

の
切
捨
て
・
削
減
で
あ
り
、
政
府
の
意
向

を
受
け
た
も
の
で
す
。
今
大
事
な
こ
と

は
、
全
県
一
区
制
を
や
め
、
生
徒
と
父
母

の
願
い
に
応
え
る
公
教
育
で
す
。 

 
 

で
は
、
「
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
」
が
ひ
ろ
が

り
ま
す
。
思
春
期
の
生
徒
の
育
ち
を
歪
め

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

 

ま
た
全
県
一
区
制
の
た
め
、
「
高
校
不

合
格
者
」
が
大
量
に
生
ま
れ
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
県
外
の
私
学
に
流
れ
ま
す
。
一
〇

〇
〇
人
が
流
出
し
、
五
校
が
な
く
な
る
予

想
す
ら
あ
り
ま
す
。
一
方
、
極
端
な
序
列

化
の
た
め
、
相
当
数
の
学
校
で
生
徒
の
学

 

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
野
洲
市
の
防
災

計
画
策
定
の
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
年
度
に
は
、
市
内
に
防
災
無
線
を
設

置
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
昨
年
、
全
国
各

地
で
起
こ
っ
た
地
震
、
台
風
な
ど
の
被
害
の

教
訓
か
ら
、
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
防
災

計
画
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。
被
災
時
に
お

け
る
備
蓄
品
の
見
直
し
、
自
治
体
間
の
防
災

協
定
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
想

定
し
た
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
な
ど
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
へ
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
防
災
計
画
は
原
発
事
故
を
想

定
し
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
福
井

の
原
発
か
ら
野
洲
市
ま
で
わ
ず
か
五
〇
㎞
で

防
災
計
画
で
の
対
応
が
必
要
で
す
。 

 
 

若狭湾 

野洲市 


